
ク
ル
マ
の
運
転
で
は
、
い
く
ら
運
転
技
術
が
優

れ
て
い
て
も
、
運
転
中
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情

（
焦
り
・
怒
り
）
に
よ
っ
て
行
動
が
左
右
さ
れ
、

自
ら
危
険
な
状
況
を
つ
く
り
出
し
、
事
故
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。「
車
間
距
離
を

十
分
に
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
頭
で
は
理

解
し
て
い
て
も
、「
割
り
込
ん
で
く
る
ク
ル
マ
が

い
る
と
、
苛
立
っ
て
し
ま
い
、
車
間
距
離
を
詰
め

て
走
る
」
と
い
っ
た
運
転
行
動
も
見
受
け
ら
れ
る
。

「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
は
、
こ
う
し
た
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
時
に
ど

う
向
き
合
い
、
ど
の
よ
う
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
安
全
運
転
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
を
心
理
学

的
に
検
証
し
、
開
発
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

こ
と
。（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
感
情
特
性
と
運
転
行

動
へ
の
影
響
〜
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
目
指
し
て
〜
」
と
し
て
研

究
が
進
め
ら
れ
、
今
年
４
月
に
そ
の
研
究
成
果
が

発
表
さ
れ
た
。

で
は
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

東
北
工
業
大
学
の
小
川
和
久
教
授
は
、「
一
言
で

い
う
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
分
の
心
理
特
性
を
把

握
し
、
そ
の
効
果
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
を

自
分
で
発
見
し
て
、
安
全
な
運
転
行
動
に
結
び
つ

け
て
い
く
た
め
の
教
育
」
だ
と
説
明
す
る
。

「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
イ
ラ
イ
ラ
や
焦
り
、
怒
り
な

ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
は
、
ど
う
し
て
も
危
険

な
運
転
を
誘
発
し
、
事
故
要
因
の
１
つ
と
な
り
ま
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ドライバーが安全運転を行うためには、運転中にどのように自分の感情と向き合い、自己コント
ロールしていくかも重要なポイントになる。今回は、最新の心理学の知見をベースに、その観点
から開発されたドライバー向けの新教育プログラム「感情コントロール」に焦点を当て、その理論
と教育効果を紹介する。
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特集 ：ドライバー向け新教育プログラム

安全運転のための
感情コントロール

三菱電機ビルテクノサービス（株）中部支社の新規運転認定者研修の中で実施された「感情コントロール」

東北工業大学の小川和久教授

す
。
こ
の
こ
と
は
従
来
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ

ク
タ
ー
の
研
究
な
ど
を
通
じ
て
指
摘
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
実
際
、
た
い
て
い
の
事
故
は
当
事
者
の

注
意
エ
ラ
ー
や
交
通
違
反
の
問
題
と
し
て
処
理
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
安
全
運
転
教
育
の

現
場
で
も
、
こ
う
し
た
人
間
の
感
情
に
焦
点
を
あ

て
た
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
の
が

実
情
で
す
」。

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、
心
理
学
の
分
野
で
理

論
的
な
整
理
が
な
さ
れ
、
こ
の
問
題
に
踏
み
込
め

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
心
理
学
者
エ
ス
コ
・
ケ
ス
キ
ネ
ン
氏
が
提
唱
し

た
「
運
転
行
動
の
階
層
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
左
図

参
照
）
で
は
、
従
来
の
安
全
運
転
教
育
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
あ
っ
た
「
車
両
操
作
等
の
運
転
技
能
」、

「
交
通
状
況
へ
の
適
応
技
能
（
危
険
予
測
な
ど
）」、

「
行
動
計
画
の
技
能
（
運
転
計
画
・
安
全
ル
ー
ト

選
択
）」
な
ど
の
上
位
に
、
そ
れ
ら
を
支
配
す
る

「
社
会
生
活
の
技
能

（
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

技
能
）」
が
位
置
づ
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
今
後
、

最
上
位
と
な
る
領
域
│

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技

能
の
領
域
で
も
教
育
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
が
、
社
会
的

に
強
く
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。「

そ
こ
で
、
こ
の
理

論
を
も
と
に
日
本
で
も

実
践
的
な
感
情
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
幅
広
く

普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
先
立
ち
、
高
校
生
向
け
の
交

通
安
全
教
材
と
し
て
、
今
回
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と

な
る
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
よ

り
本
格
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
も
の
を
構
想

し
、
実
現
に
至
っ
た
わ
け
で
す
」。

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
は
何
か

1

●（財）国際交通安全学会 研究プロジェクト

リーダー 小川和久
東北工業大学共通教育センター教授

メンバー 太田博雄
東北工業大学ライフデザイン学部教授

向井希宏
中京大学心理学部教授

鈴木隆司
本田技研工業（株）安全運転普及本部
（現・（株）レインボーモータースクール教育課）

図　運転行動の階層的アプローチ（Keskinen,1996）

社会生活の技能
（感情コントロール技能）第4層

第3層

第2層

第1層

行動計画の技能

交通状況への適応技能

車両操作等の運転技能



こ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
実
際
に
教
育
を

進
め
る
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
次
の
２
つ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
（
左
コ
ラ
ム
参
照
）。

第
１
は
「
自
己
理
解
」。
こ
れ
は
、
自
分
の
感

情
特
性
に
関
す
る
自
己
診
断
の
プ
ロ
セ
ス
。

第
２
は
、
各
々
が
確
認
し
た
自
分
の
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
へ
の
、
自
分
な
り
の
「
対
処
法
の
学
習
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
具
体
的
に
は
、
自
分
が
そ
う
し

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
支
配
さ
れ
た
時
、
そ
の

感
情
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
自
分
に
い
い
聞
か
せ

る
言
葉
（
セ
ル
フ
ト
ー
ク
）
を
探
す
形
で
教
育
が

進
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、「
感
情
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
た
め
の
個
人
の
資
源
を
、
教
育
を
通
じ

て
自
分
な
り
に
発
見
し
、
豊
か
に
し
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
」
と
小
川
教
授
は
解
説
す
る
。

「
重
要
な
の
は
、
こ
の
２
つ
の
工
程
を
受
講
者

同
士
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
点
で
す
。
一
人
で
自
己
評
価
を
し
て
、
自
分
に

合
っ
た
セ
ル
フ
ト
ー
ク
を
見
つ
け
出
す
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
も
つ
受

講
者
が
意
見
交
換
す
る
な
か
で
、
自
分
を
客
観
的

に
見
つ
め
、
対
処
法
を
考
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が

大
切
で
す
」。

小
川
教
授
ら
が
開
発
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

お
り
、
今
年
度
中
に
公
表
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
の
D
V
D
に
よ
り
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
安

全
運
転
教
育
の
現
場
で
幅
広
く
普
及
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
小
川
教
授
は
、「
全
国
の
自

動
車
教
習
所
や
、
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
を
多
く
抱
え

る
企
業
な
ど
で
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
次
の
展
開
と
し
て
は
、
今
回
の
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
も
と
に
、
さ
ら
に
業
種
別
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
心
理
特
性
を
考
慮
し
て
、
業
種
ご
と
に
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え

ば
同
じ
職
業
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
、
個
人
客
を
相
手

に
す
る
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
と
、
荷
物
を
配
達

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
、
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス
が

異
な
り
ま
す
。
今
後
、
教
育
効
果
を
さ
ら
に
高
め

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
対
応

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」。

ま
た
、
今
回
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
回
の
講

習
で
の
完
結
を
前
提
に
開
発
さ
れ
た
た
め
、
継
続

性
の
面
で
は
、
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
講
習

後
も
教
育
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
手
法
を
、

小
川
教
授
は
現
在
研
究
中
で
あ
り
、
今
後
は
そ
れ

も
形
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

一
方
、
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
企

業
研
修
を
通
じ
て
、
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
活
用

を
始
め
て
い
る
鈴
木
さ
ん
は
、
今
後
さ
ら
に
教
育

機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

「
現
代
人
は
『
効
率
』
の
追
求
こ
そ
、
最
も
重

要
だ
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。
そ
の
た
め
、
職
業

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
時
間
に
対
す
る
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
込
み
や
す
い
環
境
下
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
今
後
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
を
通
じ
て
、

多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
感
情
を
自
己
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
術
を
学
ん
で
、
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で

も
軽
減
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現

在
、
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
受
講
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
希
望
が
あ
れ
ば
出
張
講
習
に

も
対
応
す
る
と
い
う
。
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
新
し
い
教
育
手
法
が
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
を
通
じ
、
全
国
の
安
全
運
転
教
育
の
現
場
で

実
践
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る

お
問
合
せ
先：

（
財
）国
際
交
通
安
全
学
会

T
E
L
０
３
（
３
２
７
３
）
７
８
８
４

は
、
こ
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
学
習
を
前
提
と
し
て

お
り
、
し
か
も
徹
底
し
て
「
受
講
者
中
心
」
の
視

点
で
開
発
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
新
し
い
タ
イ
プ
の
安
全
運
転
教
育
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
教
育
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

を
多
く
抱
え
る
企
業
の
協
力
の
も
と
、
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
効
果
測
定
も
行
わ
れ
た
が
、
教
育
の
前

後
で
明
ら
か
に
、
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
考
え
方
に
変
化
が
見
ら
れ
た
そ
う
だ
。
こ
れ

は
心
理
学
的
に
い
う
と
、
焦
り
や
怒
り
の
感
情
に

対
し
、
受
講
者
の
「
自
己
効
力
感
（
何
と
か
対
処

で
き
る
気
持
ち
）」
が
高
ま
っ
た
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

「
人
間
の
感
情
に
は
、
静
的
（
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
）

な
感
情
と
、
動
的
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
）
な
感
情
の

２
面
が
あ
り
ま
す
。『
静
的
な
感
情
』
と
は
、
い

わ
ゆ
る
『
カ
ッ
と
し
や
す
い
』『
心
配
性
』
と
い

っ
た
、
そ
の
人
の
性
格
に
由
来
す
る
感
情
の
こ
と

で
、
こ
れ
は
簡
単
に
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、『
動
的
な
感
情
』、
す
な
わ

ち
、
あ
る
状
況
に
直
面
し
た
時
、
自
分
の
性
格
が

そ
の
局
面
で
ど
の
よ
う
に
表
わ
れ
、
ど
ん
な
行
動

を
引
き
起
こ
す
か
を
支
配
す
る
感
情
に
つ
い
て

は
、
訓
練
に
よ
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
転
換

し
て
い
け
る
の
で
す
」。

こ
う
し
た
感
情
面
の
解
釈
の
転
換
ス
キ
ル
を
、

教
育
を
通
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
自
分
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
だ
と
、
小
川
教

授
は
語
る
。

感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
導
入
し
た
。

７
月
１
日
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン

タ
ー
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）
で
開
催
さ
れ
た
三
菱
電

機
ビ
ル
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
中
部
支
社
（
愛

知
県
名
古
屋
市
）
の
新
規
運
転
認
定
者
研
修
で
も
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
っ
た
安
全
運
転
教
育
が
実

施
さ
れ
た
。
当
日
は
若
年
層
の
社
員
を
中
心
と
し

た
29
名
が
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
受
講
。
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
で
グ
ル
ー
プ
討
議

を
行
い
、
各
自
で
セ
ル
フ
ト
ー
ク
を
見
つ
け
出
し
、

自
分
の
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
を
学
ん
だ
。

「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
安
全
運
転
の
領
域

で
は
非
常
に
新
し
い
手
法
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ど

う
し
た
ら
運
転
行
動
を
変
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
の

対
処
法
を
考
え
て
い
く
過
程
で
、
グ
ル
ー
プ
で
話

し
合
う
ス
タ
イ
ル
も
効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
。
自

分
と
は
異
な
る
他
の
同
僚
の
受
け
止
め
方
、
解
釈

の
仕
方
を
知
り
、
自
分
な
り
の
対
処
法
を
導
き
出

し
て
い
け
ば
、
本
人
も
納
得
で
き
る
部
分
が
あ
り
、

実
践
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
同
社
安
全
衛

生
担
当
の
安
見
知
幸
さ
ん
は
語
っ
て
い
た
。

（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
で
は
現
在
、
こ
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
版
D
V
D
を
制
作
し
て

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
本
田
技
研
工

業
（
株
）
安
全
運
転
普
及
本
部
（
現
・（
株
）
レ
イ

ン
ボ
ー
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
教
育
課
）
か
ら
鈴
木

隆
司
さ
ん
も
参
加
し
、
主
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
面
で
力
を
注
い
で
き
た
。
鈴
木
さ
ん
は
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
、
安
全
運

転
教
育
の
現
場
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、
そ
の
な
か

で
こ
う
し
た
感
情
面
に
お
け
る
教
育
の
必
要
性

を
、
強
く
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

「
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
教
育
で
い
つ
も
思
う
の
は
、

杓
子
定
規
に
ル
ー
ル
だ
け
を
教
え
て
も
、
感
情
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、
約
束
の
時
間
に
遅
れ
そ
う
な
時
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
頭
で
は
『
良
く
な
い
』
と
わ

か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て

し
ま
う
。
こ
う
し
た
感
情
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
い
と
、
本
当
の
安
全
運
転
に
は
つ
な
が
ら

な
い
わ
け
で
す
」。

鈴
木
さ
ん
は
独
自
に
勉
強
を
続
け
、
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
教
育
が

で
き
な
い
か
と
、
以
前
か
ら
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
て

い
た
。
そ
れ
を
今
回
、（
財
）
国
際
交
通
安
全
学

会
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
を
通
じ
て
実

現
さ
せ
た
。

こ
の
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
社
会
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に

開
発
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
よ
る
利

用
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
の
交
通
教
育

セ
ン
タ
ー
で
も
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
研
修
に

2
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自
分
に
い
い
聞
か
せ
る

言
葉
を
見
つ
け
出
す

動
的
な
感
情
は

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に

転
換
で
き
る

教
育
の
現
場
で
も

導
入
が
始
ま
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

さ
ら
な
る
普
及
に
向
け
て

特集 ：ドライバー向け新教育プログラム 安全運転のための感情コントロール1

●自己理解（自分を知る）
イライラ、焦りなど、ネガティブな感情を経験する運
転場面を提示。

例えば、「遠慮もなく割り込みをしてくるマナーの悪い
ドライバー」「仕事が忙しい時に渋滞につかまった時」な
ど、いくつかの典型的な交通場面がイラストで示され、
受講者はそれぞれの場面での感情度（どの程度提示され
た感情を抱くか）、運
転度（提示された運転
行動をとる傾向）を4
段階で評定。
評定値が高かった場
面を選んで印を付け、
自分の感情傾向の特徴
を把握。グループ内で、
他者の回答と比較しな
がら自己理解を深める。

●対処法の学習
インストラクターがネガティブな感情を経験するプロ
セスについて、その原理を解説。
自分がそうしたネガティブな感情に支配された時、そ
の感情から逃れるために、自分にいい聞かせる言葉（セ
ルフトーク）を探す形で進められる。
『自分の前に割り込まれた』→『むかつく』というスト
レス反応があったとする。この場合、「自分はルールを守
っているのに、なぜ相手は守らないのか」という心理が働
くから、ドライバーは
苛立つ。インストラク
ターは、そうしたネガ
ティブな感情に支配さ
れず、『視点を変えた
解釈はできないか』と
受講者に呼びかける。
受講者はグループ内での意見交換を通して、自分の感情
コントロールに適したセルフトークを見つけ出していく。
セルフトークの例：
「割り込まれたではなく、入れてあげた・譲ったと思う」
「これぐらいのことで、むかつく自分は小さい人間だと
思うようにする」
その状況をポジティブに解釈できる自分なりの言葉を導き
出す。
役立ててみたいと思うセ
ルフトークを具体的な行動
目標として、ワークシート
に記述する。

三菱電機ビルテクノサー
ビス（株）中部支社安全
衛生担当の安見知幸さん

教育のシナリオ
1

2



危険に至るプロセスをさま
ざまな視点からリプレイで
きる。

アドバイス画面

3
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シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
習
は
、
限
ら
れ
た
路
上
教

習
で
の
体
験
を
補
い
、
教
習
生
に
実
際
に
道
路
を

走
行
す
る
時
の
見
方
や
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
だ

と
、
高
橋
さ
ん
と
上
田
さ
ん
は
と
ら
え
て
い
る
。

「
ホ
ン
ダ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
現
実
に
近
い

交
通
状
況
と
危
険
場
面
が
再
現
さ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
路
上
教
習
で
は
体
験
で
き
な
い
場
面
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
中
で
体
験
し
て
お
く
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
有
効
で
す
」。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
は
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
場
面
、

事
故
を
起
こ
し
た
場
面
が
あ
っ
た
時
に
、
す
ぐ
に

見
せ
た
い
視
点
か
ら
再
生
で
き
る
『
マ
ル
チ
ア
イ

シ
ス
テ
ム
』、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
『
危
険
場
面
解

特集 ：Hondaドライビングシミュレーター

よりきめ細かく、的確な指導を
実現するための機能が充実

2

新
型
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
受
講
者
の
危

険
に
対
す
る
認
知
力
や
理
解
力
を
さ
ら
に
高
め
ら

れ
る
よ
う
、
運
転
中
に
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
危

険
場
面
で
の
注
意
点
や
安
全
運
転
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
画
像
や
文
字
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る

「
危
険
場
面
解
説
機
能
」
な
ど
が
新
た
に
追
加
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
指
導
員
が
よ
り
き
め

細
か
く
、
的
確
に
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
高
画
質
な
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
よ
り
実
際
に
近
い
運
転
感
覚
の
体
験

も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

新
型
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
導
入
し
た
自
動
車

教
習
所
の
１
つ
が
杉
妻
自
動
車
学
校
（
福
島
県
福

島
市
）
で
あ
る
。
同
校
代
表
取
締
役
の
高
橋
覚
男

さ
ん
は
導
入
の
背
景
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
既
に
当
校
で
は
二
輪
用
の
ホ
ン
ダ
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
教
育
ソ
フ
ト
が
現
場
の
指
導
員
に
好
評
だ
っ
た

の
で
、
四
輪
用
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
導
入
を
検

討
し
た
の
で
す
。
し
か
し
、
従
来
の
６
軸
モ
ー
シ

ョ
ン
タ
イ
プ
は
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
時
は
見
送
り
ま
し
た
。
今
回
の

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
で
６
軸
に
加
え
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
２
軸
モ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
が
発
売
さ
れ
た
の
で

導
入
を
決
め
、
４
月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
」。

新
た
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
2
軸
モ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
プ
は
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
本
体
価
格

６
１
９
万
５
０
０
０
円
（
消
費
税
込
み
・
搬
送
費

別
）
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
習
を
担
当
し
て
い
る
同
校

二
輪
教
習
主
任
の
上
田
紀
好
さ
ん
は
、
実
車
に
近

い
操
作
性
を
評
価
し
て
い
る
。

「
運
転
席
ま
わ
り
は
実
車
と
同
じ
造
り
な
の
で
、

教
習
生
の
方
も
違
和
感
な
く
操
作
で
き
る
よ
う
で

す
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
、
操

作
に
慣
れ
る
た
め
に
練
習
走
行
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
指
導
員
側
の
操

作
も
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
で
、
メ
ニ
ュ
ー
選
択
な
ど

が
直
感
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
使
い
や

す
い
で
す
」。

Hondaドライビングシミュレーター（以下、シミュレーター）は、Hondaが
長年培った安全運転のノウハウを活かし、実際の交通状況を想定しながら危
険を安全に体験できる安全運転教育機器として開発。2001年の発売以来、
国内外の教習所や研究機関などで活用されている。そして今年3月、この
シミュレーターがフルモデルチェンジされた。

●解説場面
危険場面の要点を解説。受講者が解説を読むことで気づいてい
ない危険を確認することができる。

●アドバイス画面
指導者が説明しやすいように、安全ポイントを具体的に明示。
●事故再生画面
事故の瞬間を動画で再
生。安全運転の意識の
向上に役立つ。

その他、受講者相互で危
険を見つけ出すディスカッ
ションに活用できる解説な
しの画面もある。

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に
よ
っ
て

コ
ン
パ
ク
ト
、リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

実
車
と
同
じ
感
覚
で
操
作
で
き
る

事
故
に
至
っ
た
原
因
を

考
え
て
も
ら
う
た
め
に

路
上
教
習
で
は
体
験
で
き
な
い

場
面
を
体
験
し
て
お
く

説
機
能
』
が
あ

る
（
左
コ
ラ
ム

参
照
）。

「
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
で

説
得
力
の
あ
る

指
導
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
教

習
は
２
〜
３
人

１
組
で
行
う
の
で
、
こ
う
し
た
機
能
に
よ
っ
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
活
発
に
な
り
ま
す
。
自
車
の
視

点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
事

故
場
面
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
他
車
の
運
転
者
の

心
理
状
況
や
そ
の
よ
う
な
運
転
に
至
っ
た
原
因
を

教
習
生
の
方
々
に
考
え
て
い
た
だ
く
上
で
、
た
い

へ
ん
便
利
な
機
能
で
す
」
と
上
田
さ
ん
は
話
す
。

杉
妻
自
動
車
学
校
で
は
初
心
運
転
者
教
育
だ
け

で
な
く
、
企
業
運
転
者
向
け
の
研
修
も
開
催
し
て

お
り
、
こ
う
し
た
研
修
で
も
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
を
活
用
し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

「
安
全
運
転
意
識
の
高
い
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育
て

る
こ
と
が
私
た
ち
の
目
的
な
の
で
、
そ
の
た
め
に

大
い
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
役
立
て
て
い
き
た

い
」
と
高
橋
さ
ん
は
い
う
。

ホ
ン
ダ
で
は
四
輪
以
外
に
も
二
輪
や
自
転
車
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
四
輪
の
簡
易
型
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
も
販
売
し
て
お
り
、
幅
広
い
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

運
転
者
を
対
象
に
、
危
険
予
測
の
能
力
や
安
全
運

転
意
識
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。

杉妻自動車学校に設置されているHondaドライビングシミュレーター

杉妻自動車学校代表取締役・高橋覚男さん
（右）と二輪教習主任・上田紀好さん（左）

今回のモデルチェンジで
新たに追加された「危険場面解説機能」

メインモニターには高画質42型HD液晶ディ
スプレイを採用。広い視野角と迫力のある画
面で、左右確認も容易にできる

[危険場面解説機能]

[マルチアイシステム（走行再生機能）]

Hondaドライビングシミュレーターについての詳細は以下のホー
ムページを参照。
http://www.honda.co.jp/simulator/driving/

シミュレーターに関するお問合せ先
本田技研工業（株）安全運転普及本部教育機器課
TEL 048（452）0559

高さ： 
1,690mm

奥 行： 2,697mm
幅： 
2,278mm
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